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所謂 民間伝承と いふ 言葉 を、 初めて 公に 使 はれた の は、 

たしか 松村武 雄さん であった と 思 ふ。 そして、 それ を 

現在、 柳 田 国 男 先生 はじめ、 我々 も 使うて 居る ので あ 

る。 こ、 では、 この 民間伝承 のうちの、 言語 伝承の 移 

り 変り に 就いて、 述べたい と 思 ふ。 言語 伝承に は、 言 

語の 形式と、 言語 そのものと、 二つの 方面が あるが、 

此話 では、 只今 残って 居る もので はなく、 大分 以前に、 

固定した ものに 就いて、 話して 見たい。 実は、 言語の 

問題 は、 一 々、 例に ついて、 論議せ ねばなら ぬので あ 



るが、 時間の 都合 上、 それ は 止めて、 大略の 処に 就い 

て、 述べる ことにする。 

元来、 民間伝承 は、 言葉の 外 は、 何も 伝へ る ものが 無 

かった 訣 であるから、 言語 伝承 は 伝へ る もの、 総て だ、 

と考 へて よい 害で ある。 而も、 言語と いふ もの は、 直 

ぐに 消えて 了うて、 そこに は、 た > 信仰的な もの、 み 

が 残る。 それで、 呪詞. 唱詞 系統の ものが、 永遠の 生 

命 を 保つ 事になる ので ある。 そして、 記録が 出来る と、 

伝承の 為 事 は、 それに 任される やうになる。 

今日の 文章 は、 言文一致と いふ 事に なって ゐ るが、 昔 

はさう でなかった。 ずっと 大昔に は、 言葉と 文章との 



区別が 無かった、 とい ふの が 定説 だが、 よく 考 へて 見 

ると、 さう は 思へ ない。 我が国に は、 言文一致の 時代 

は、 無かった と 思 ふ。 概念的に、 大ざっぱに、 奈 良- 

平安時代の もの を 読む と、 言 文 一 致の 様に も 見える が、 

細かくつ、 くと、 さう ではない ので ある。 

口頭 伝承と、 言語と は、 別な ものである。 そして 後者 

は、 段々 時代の 経る に 従うて 変化して 行く もので、 民 

族が 古ければ 古い 程、 多く 変化す る。 が、 口頭 伝承の 

方 は、 一部分 は、 時代と 調和す るが、 段々 時代の 経過 

する につれ て、 其処に 変な、 鶴の やうな 文章が 出来 上 

る。 これの 一 番 発達した ものが、 平安朝の 女官の 書い 



た、 所謂 女房の 文学で、 一 見、 口語の 現し 方と 同じ や 

うに 見えながら、 その 変な 所が、 あり/ \ と 見える。 

一体 文体が、 口頭 伝承と 言語と に、 分化した の は、 ど 

うい ふ訣 かとい ふと、 畢竟 は、 口頭 伝承 を 尊敬す る考 

への 出て 来る 所に、 原因して ゐ ると 思 ふ。 今 私 は、 文 

語 は、 口の 上に 記録し、 頭に 記憶す る 責任 を 感じて ゐ 

る 文章 だ、 と 云うて 置きたい。 文語に は、 尊敬に 伴う 

て、 固定が ある。 此 に反して、 言語 は 段々、 発達して 

行く。 こ、 に、 分化が 生じる のであって、 其が 愈、 紙 

の 上の 記録に うつる と、 そこに 截然と、 区別が 立って 

来る。 



思 ふ。 此 に対して、 神から 命令 をう ける 者 —— すぴリ 

g の やうな もの —— の応 へる 言葉が あって、 その 一 

番 大事な 部分が、 歌であった。 それ 故、 歌に は、 衷情 

を訴へ る ものが ある 訣 である。 

此応 への 言葉が、 段々 発達した。 記録 を 調べても、 神 

の 命令の 言葉 は 短く、 其に 応 へる 言葉 は、 長くな つて 

行って ゐる 傾向が 窺 はれる。 諺 は、 其 形 を 変へ ま 

いくとした 為に、 意味の 不明に なって 了うた ものが、 

可な りに ある。 かの いろはが るた など も 其 だと 考 へら 

れる。 此に 反し、 歌 は、 絶えず 変化し、 進んで 行って、 

今度 は 歌が、 世の中の 文章 を 起す 心持ち を 刺激した。 



葉に、 生きく した 処と、 死んだ やうな 処 との 混って 

ゐ るの は、 それ 以外に、 目 を 向けて 見ねば 訣ら ぬと 思 
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右に 述べた 様な、 宣 命の 形 を 取り込んで、 平安朝に な 

つて、 古く 固定した、 祝詞 や 唱詞を 改作した ものが、 

延喜 式の 祝詞で ある。 古い 学者 は、 宣命 は、 奈良 朝の 

祝詞 を 模倣した と言うて ゐ るが、 さう ではない。 延喜 

式 祝詞 は、 奈良 朝の 祝詞の 言葉 を 取り込んで、 それに、 

古い 言葉 を 配当した ものと 見られる。 かう して 出来 上 

つた 文章 は、 変な ものであった。 そして それが、 昔の 

人に、 訣 つて ゐ たとい ふこと は、 甚 不思議で ある。 



一 方、 貴族の 語 を 模倣した 女房の 言葉が、 記録せられ 

る やうに なった とい ふ、 時代の 変遷に も 依る ので ある _ 

かう したわけ で、 何処かに 伝って ゐる 古い 言葉と か、 

又は 記録の 文と かで、 何 かの 場合に しか 使 はれない や 

うな 言語が、 生きて 来る ので ある。 譬 へば、 上達部と 

いふ 言葉 は、 平安朝に なって 出て 来る が、 考 へて 見る 

と、 決して 平安朝に 出来た 言葉で はなく、 宮廷と 神社 

と を 同じに 考 へて ゐた、 ずっと 昔の 言葉で ある。 

こんな 風に して、 死んだ 言葉が 生きて 来、 又 文語と そ 

れと、 調和した 様な 言葉が 出来て 来た。 それで、 長い 

時代の 間に は、 伝 へられた 言葉が、 すっかり、 誤解 を 



りであった りする。 即、 言語の 上に、 譬喩 的な 効果 を、 

出来るだけ 豊かに、 考 へて ゐた 時代が、 古くから あつ 

たので ある。 結局 は、 此を唱 へる のに、 効果 ある 口頭 

伝承が 少 いため、 それ をい ろ/ \ に 融通す る 事になる 

ので、 どうしても、 八 心 思 兼で なければ ならなくなる。 

即、 一 つの 文章 や 単語が、 いろくの 意味に 考 へられ 

るので ある。 此処に、 日本の 言語 伝承が、 推移せ ねば 

ならぬ 理由が あった。 

此 推移の 中、 一番、 目につく の は、 文法 意識の 変化で 

あるが、 余り 興味の ある 事で はない から、 こ、 では 省 

略してお く。 



安 朝の 文法で、 古事記な ども 読んで ゐる。 古訓 古事記 

でさへ もさう であって、 決して、 それ 以前の もので は 

ない ので ある。 今の 神職な どの 祝詞 も、 平安朝の 調子 

である。 

平安朝に なって、 みやす どころ とい ふ 語が、 忽然と 出 

てく る。 此は 後に、 意味が 段々 変化した が、 普通、 天 

子の 御子 を 産んだ 人が、 みやす どころ とい ふ 名 を 得た。 

此 など、 訣ら ない 語で ある。 やすみし ゝと いふ 言葉で 

も、 普通に は訣 つて ゐ ると 思うて ゐ るが、 万 葉に は、 

八 隅 知 之. 安見 或は 万葉仮名で 書いて あって、 その 頃 

にも、 既にい ろく 違うた 考 へで、 其 言葉 を 使うて ゐ 



た 事が 知れる。 すると 此は、 もっと 考 へて 見ねば なら 

ぬ 事な の だ。 安見と いふの も、 何だか 支那 臭いが、 併 

し、 安らかに 治める とい ふ 事に 基づいて ゐ るの かどう 

か を考へ て 見る 必要 は ある。 

天皇の 始終、 お出でになる ところ を、 安殿と 書いて、 

やすみ どのと 読ませて ゐる。 大安 殿 • 小 安殿と 分れて 

ゐ るが、 元は 一 つであった。 此 やすみ どの、、 書物に 

於け る 用語 例 を、 だんく 調べて 見る と、 祭りの 晚に、 

尊い 方が、 添 ひ 寝の ものと やすまれる 処が、 やすみ ど 

^であった らしい。 すると 我々 の やすむ とい ふ 語と、 

非常に 近くなる が、 併し、 さう 簡単に、 今の 語と、 昔 



の 数を蒐 めて 行く と、 微かながら も、 其 ほんとうの 姿 

が訣 つて 来る。 

八十 国. 八十 島と いふ、 数で 表れて ゐる語 も、 普通 は、 

安らかと いふ 風に 考 へて ゐ るが、 何 か、 前述の やうな 

意味に、 関係が あるかと 思 ふ。 我々 は 馴れて しまって、 

顧みない ので あるが、 昔 は、 国と いふ 言葉 は、 明らか 

に、 島と 対立した 言葉であった。 

ヒナ ナガ ヂ ト 

天 ざ かる 鄙の 長 路ゅ恋 ひ 来れば、 明 石の 海峡より 

大和 島 見 ゆ (万 葉巻 三) 

とい ふ 歌の、 一番 進歩した 説明で は、 大和の国 を、 島 

と 称した と 云って ゐ るが、 秋津島 その他が、 水で 取り 



あまつ、 み、 くにつ、 みとい ふ 言葉が ある。 此 につい 

て は、 既に 書いた 事 も あるが、 あま つ 、 みは、 くに つ > 

みに 対して ゐる とされて ゐ るが、 さう ではな さ 相で あ 

る。 す さの をの 命が、 天上で 犯した 罪の 償 ひに、 其 時 

期になる と、 天上の こと を 地上に うつして、 我々 がせ 

ねばならぬ 慎し み、 即日の 神、 日の 神の 作物に 対する 

物忌みが、 あま つ 、みで ある。 くに つ 、 みは、 更に 不 

思議で あるが、 此は、 我々 の考 へて ゐる 程、 古い もの 

ではない らしい。 つまり、 ^^の 意味に は、 穢れ • 物 

忌みに 於け る、 又 神が 欲しい と 思 ふと、 神に あげる 為 

の、 K しみ をい ふ 意味 も ある。 



あまつ、 みは、 す さの をの 命が、 天上の 田 を 荒した 為、 

その 時期に なると、 神に 仮装して、 田作り を 助けに 来 

る。 即、 償 ふので ある。 畢竟つ 、 しみと つみと は、 さ 

う、 意味 は 変らぬ ので ある。 かう して、 あま つ 、 み を 

考 へて 見る と、 実は、 変な ものである。 昔の 人の 考へ 

方が よい か、 自分の 考へ 方が 悪い かとい ふと、 それ は、 

語 自身の 罪であって、 八 心 思 兼 神が 悪い ので ある。 

端的に 云 ふなら ば、 あま つ > みは、 あめ つ 、 しみで あ 

る。 言ひ換 へれば、 ながめい みと 言 ふ 事 だ と 思 ふ 。 こ 

の 言葉 は、 万 葉に もあって、 雨づ、 みとも 云うて ゐる。 

物忌み は、 五月と 九月との 二度あって、 其 中、 五月の 



が 主で ある。 それ は、 ちょうど 霖 雨の 時 だから、 此を 

ながめ を するとい ひ、 更に 略して、 ながむ と言うた。 

この 慎し みの 期間 は、 禁慾 生活 をせ ねばなら ぬので あ 

る。 此が、 平安朝の、 物語に ある、 ^^とい ふ 言葉 

の 原であって、 つまり、 長い間の 禁慾 生活 をして、 ぼ 

ん やりして ゐる。 せ (がな がめ であった。 

此 ながめい み 即雨づ ゝ み を、 どうして 今まで、 天つ 罪 

と、 関係して 考 へなかった ので あらう か。 違 ひ は 単に、 

濁リ だけの ことで ある。 昔の 人に は、 つ、 みで も、 づ、 

みで も、 同じ 事であった。 此が、 田植ゑ や、 田に 関し 

た 物忌みで、 霖 雨の 頃に する ので ある。 此 事が、 



の をの 命の 話と 結びつい たの だ。 あまつ、 みは、 実は、 

何でもない 事な ので ある。 此 について、 天つ 罪が ほん 

とうだと、 云 ふ 人が あっても、 日本の 伝承の 素質で は、 

何方に でも 云 ひ 得る もの を 持って ゐ るので、 其 を 違 ふ 

とも 云 ひ 切れない。 

以上 甚、 纏らぬ こと を 述べた が、 た、 V 日本の 語源 説と 

か、 文法と かで は、 もっと やり直して もら はねば なら 

ぬ ものが 沢山 ある、 とい ふこと だけ を考 へて 頂ければ、 

此 話の 目的 は、 達せられ たわけで ある。 
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